
「KMDの実践を探索してみよう」というニュアンス

「KMDが実際にどのように機能しているか」を見せることに重点を置き、
プロジェクトを通じてその「行動」や「結果」を体験することを強調して
いる。

複数Unitのプロジェクトは、「Multiple Units」と示すことを推奨

先週の資料を参照

チェック不要


